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問
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岡
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通
貨
価
値
安
定
の
問
題
に
関
し
て
、
維
新
政
府
は
明
治
四
年
以
降
次
の
よ
う
な
貨
幣
金
融
政
策
を
遂
行
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治

四
年
五
月
、
「
新
貨
条
例
」
を
制
定
し
て
本
位
制
度
の
確
立
を
は
か
り
、
ま
た
明
治
五
年
十
一
月
、
「
国
立
銀
行
条
例
」
を
制
定
し
て

金
融
制
度
の
整
備
、
兌
換
券
の
発
行
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
明
治
六
年
三
月
、
「
金
札
引
換
公
債
証
書
発
行
条
例
」
を
布
告
し
て
金

札
流
通
量
の
減
少
を
は
か
る
政
策
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
政
治
体
制
の
改
革
整
備
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
県

の
詔
書
が
発
布
さ
れ
て
、
明
治
政
府
は
中
央
集
権
体
制
の
基
本
的
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政

治
、
経
済
状
勢
の
推
移
す
る
過
程
に
お
い
て
、
明
治
維
新
以
来
政
府
の
信
用
造
出
に
よ
っ
て
経
済
社
会
に
投
入
さ
れ
て
来
た
金
札

が
、
ど
の
よ
う
な
流
通
性
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
わ
が
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明
治
六
年
か
ら
十
年
に
至
る
期
間
の
金
札
流
通
状
況
に
つ
い
て
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
兵
乱
鎮
定
シ
社
会
ノ
秩
序
回
復
シ
、
人
民
新
政
府
ノ
成
立
ヲ
了
解
ス
ル
ニ
至
リ
シ
ヤ
、
紙
幣
ハ
漸
次
流
通
ノ
区
域
ヲ
弘
フ

　
シ
、
其
発
行
額
ノ
漸
次
増
加
ス
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
、
其
価
格
ハ
回
復
シ
テ
独
り
正
貨
ト
同
価
二
通
用
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
テ
正
貨
二
打
歩
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ
」

　
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
、
維
新
政
府
の
政
治
権
力
の
確
立
と
、
そ
の
社
会
経
済
政
策
の
成
功
に
よ
っ
て
、

維
新
政
府
に
対
す
る
信
認
の
高
揚
が
招
来
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
政
府
の
信
用
造
出
に
も
と
づ
く
金
札
の
流
通
状
況
を
好
転
せ
し
め
る

に
至
っ
た
主
要
原
因
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
金
札
流
通
状
況
好
転
の
第
二
次
的

原
因
と
し
て
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
維
新
政
府
お
よ
び
諸
藩
に
よ
る
劣
悪
貨
幣
の
鋳
造
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、

維
新
政
府
自
身
が
明
治
初
年
に
鋳
造
し
た
劣
悪
貨
幣
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
諸
藩
が
財
政
困
窮
を
補
填
す
る
た
め
に
劣
悪

貨
幣
を
私
鋳
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　
　
「
当
時
諸
藩
モ
亦
財
政
困
難
ノ
急
ニ
陥
リ
、
貨
幣
私
鋳
ノ
策
ヲ
取
り
以
テ
一
時
ヲ
救
済
セ
リ
、
其
私
鋳
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ

　
皆
劣
悪
ノ
弐
分
金
ニ
シ
テ
銀
台
鍍
金
ノ
モ
ノ
多
ク
、
其
甚
シ
キ
ニ
至
テ
ハ
皆
銅
ヲ
台
ニ
シ
金
ヲ
鍍
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
故
ニ
政
府

　
ハ
屡
々
厳
令
ヲ
下
シ
諸
藩
二
於
テ
貨
幣
ノ
私
鋳
ヲ
厳
禁
シ
タ
レ
ト
モ
行
ハ
レ
ス
、
此
劣
悪
贋
造
ノ
貨
幣
ハ
東
北
鎮
定
ノ
為
メ
派
遣

　
セ
ル
諸
藩
兵
士
ノ
行
軍
ト
共
二
各
地
ニ
流
布
シ
、
善
良
貨
幣
ハ
或
ハ
外
国
二
輸
出
シ
或
ハ
内
国
人
民
ノ
庫
中
二
埋
没
シ
、
世
上
流

　
通
ノ
大
半
ハ
劣
悪
贋
造
ノ
貨
幣
ニ
シ
テ
、
其
価
格
随
テ
錯
雑
シ
真
価
定
マ
ラ
ス
、
故
ニ
人
民
ハ
皆
正
貨
ノ
授
受
ヲ
嫌
忌
シ
遂
ニ
大

　
二
紙
幣
ノ
流
通
ヲ
便
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」

と
、
維
新
混
乱
期
に
私
鋳
の
悪
貨
が
各
地
に
散
布
さ
れ
た
た
め
、
良
貨
は
退
蔵
さ
れ
、
あ
る
い
は
海
外
に
流
出
し
て
、
国
内
市
場
に
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流
通
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
市

に
お
い
て
は
劣
悪
貨
幣
を
授
受
す
る
際
の
品
質
鑑
定
の
不
便
を
さ
け
る

意
味
で
硬
貨
よ
り
も
む
し
ろ
金
札
が
選
好
さ
れ
、
金
札
流
通
性
拡
大
の
状
態
が
現
出
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
六
年
六
分
利
付
金
札
引
換
公
債
証
書
を
発
行
し
、
金
札
の
回
収
を
行
な
お
う
と
し
た
時
に
も
、
金
札
を
公

債
証
書
に
転
換
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
は
少
く
、
金
札
が
流
通
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状

態
に
つ
い
て
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
六
年
ヨ
リ
十
年
二
至
ル
マ
テ
ハ
紙
幣
ト
正
貨
ト
毫
モ
間
差
ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
年
六
分
ノ
利
子
ハ
当
時
甚
低
利
ナ
リ
シ
カ
故

　
ニ
、
人
民
ノ
此
公
債
証
書
ヲ
望
ム
モ
ノ
甚
タ
少
ナ
ク
、
六
年
ニ
ハ
百
五
拾
八
万
弐
百
円
、
七
年
ニ
ハ
六
拾
三
万
三
千
三
百
五
拾

　
円
、
八
年
ニ
ハ
弐
万
五
千
円
ニ
過
キ
サ
リ
シ
、
且
此
発
行
高
ハ
殆
ト
皆
国
立
銀
行
条
例
二
従
ヒ
銀
行
ノ
請
求
ニ
係
ル
モ
ノ
多
シ
ト

　
卯
　
ス
」

　
ま
た
、
こ
の
期
間
金
札
の
発
行
量
は
年
々
増
加
し
て
は
い
た
が
、
一
方
に
お
い
て
通
貨
需
要
量
も
増
大
し
た
た
め
に
紙
幣
価
値
は

下
落
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
六
年
ヨ
リ
十
一
年
一
月
ニ
至
ル
マ
テ
政
府
紙
幣
流
通
高
ハ
著
ル
シ
キ
増
加
ヲ
為
シ
タ
レ
ト
モ
、
最
初
ハ
其
高
尚
ホ
我
国
通
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
需
要
高
ノ
範
囲
内
ニ
在
リ
シ
ヲ
以
テ
、
最
後
ノ
発
行
マ
テ
ハ
常
ニ
正
貨
ト
並
価
ニ
流
通
シ
其
価
格
下
落
ノ
恐
ア
ラ
サ
リ
キ
」

　
こ
の
政
府
紙
幣
発
行
屋
の
増
加
分
は
通
貨
需
要
量
の
増
大
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
と
す
る
説
明
に
対
し
て
、
「
貨
政
考
要
」
は
新

紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
明
治
五
年
よ
り
明
治
九
年
ま
で
の
毎
年
末
各
種
通
貨
流
通
量
総
計
に
つ
い
て
次
表
の
よ
う
な
計
数
を
示
し
て
、

　
　
「
明
治
五
年
ョ
リ
同
九
年
ニ
至
ル
マ
テ
我
国
ノ
通
貨
ハ
常
ニ
壱
億
四
五
千
万
円
内
外
ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
其
増
減
亦
タ
驟
劇
ニ
来

　
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
此
五
年
間
ニ
於
ケ
ル
通
貨
ノ
伸
縮
ハ
物
価
・
工
銀
・
金
利
等
ノ
上
ニ
一
般
ノ
変
動
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
、
紙
幣
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貨
幣
殆
ト
平
価
ニ
流
通
シ
テ
彼
此
ノ
価
格
ニ
差
異
ノ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
現
出
セ
サ
リ

　
キ
」

と
、
通
貨
供
給
総
量
に
著
し
い
変
動
の
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
紙
幣
価

値
を
安
定
せ
し
め
た
原
因
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
通
貨
流
通
量
の
総
額
に
は
著
し
い
変
動
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

政
府
紙
幣
発
行
額
は
漸
次
膨
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
兌
換
券
で
あ
る
為
替
会
社
紙
幣

と
国
立
銀
行
券
は
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
一
方
新
貨
幣
の
国
内
流
通
額
は
増
大
す
る
よ

り
も
、
む
し
ろ
漸
減
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
内
に
お
け
る
金
紙

混
用
の
通
貨
構
成
は
漸
次
そ
の
内
容
を
変
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
は
金
札
価
値
を
正

貨
兌
換
の
基
礎
の
上
に
安
定
せ
し
め
よ
う
と
し
た
明
治
二
年
五
月
政
府
発
表
の
通
貨
政
策

と
は
反
対
に
、
金
札
の
増
大
、
正
貨
の
減
少
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
通
貨
構
成
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貨
幣
流
通
額
の
総
計
に
著
し

い
増
大
が
な
か
っ
た
結
果
、
通
貨
需
要
量
の
漸
増
に
よ
っ
て
政
府
紙
幣
の
増
発
分
は
吸
収

さ
れ
て
、
正
貨
に
対
す
る
紙
幣
の
価
値
関
係
を
混
乱
せ
し
め
る
に
至
ら
ず
、
国
内
市
場
に

お
い
て
は
本
位
金
貨
、
銀
貨
、
金
札
の
各
種
通
貨
が
相
互
に
価
値
の
均
衡
を
保
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
国
内
通
貨
と
し
て
新
貨
幣
と
金
札
と
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
一
応
平
価
に
流
通
す
る
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状
態
で
あ
っ
た
が
、
貿
易
通
貨
と
し
て
開
港
場
に
流
通
し
て
い
た
洋
銀
と
金
札
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
開
港
場
ニ
テ
ハ
政
府
紙
幣
ト
洋
銀
ト
常
に
価
格
ノ
問
差
ヲ
生
セ
シ
ト
雖
ト
モ
、
畢
竟
洋
銀
ハ
我
外
国
貿
易
上
ノ
通
貨
タ
リ

　
シ
ニ
基
因
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
輸
出
入
ノ
形
況
ニ
従
ヒ
騰
貴
低
落
シ
テ
常
ニ
僅
少
ノ
間
差
ア
ル
ハ
素
ヨ
リ
怪
ム
ニ
足
ラ
サ
ル
ナ

と
、
貿
易
通
貨
と
し
て
の
洋
銀
は
国
際
収
支
の
変
動
に
よ
っ
て
、
国
内
通
貨
と
し
て
の
紙
幣
と
の
交
換
の
際
に
、
そ
の
相
場
が
上
下

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
明
は
洋
銀
相
場
は
純
然
た
る
為
替
相
場
で
あ
り
、

そ
の
為
替
相
場
を
決
定
す
る
要
因
は
国
際
収
支
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
も
と
づ
い
て
、
洋
銀
と
紙
幣
と
の
相
場
変
動
を
説
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
、
明
治
六
年
よ
り
十
年
ま
で
の
洋
銀
一
弗
に
対
す
る
紙
幣
相
場
を
見
る
と
、
そ
の
年
平
均
は
、
明
治
六
年
一
円
○
三
六
、
七

年
一
円
○
三
八
、
八
年
一
円
○
二
九
、
九
年
○
円
九
八
九
、
十
年
一
円
○
三
三
で
あ
る
そ
し
て
ヽ
こ
の
相
場
表
の
備
考
に
は
明
治

六
年
ま
で
は
洋
銀
売
買
は
二
分
金
に
よ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
す
べ
て
紙
幣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
説
明
が
あ
る
よ
う
に
洋
銀
と

の
交
換
通
貨
が
紙
幣
に
代
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
年
の
相
場
と
七
年
以
降
九
年
を
除
い
て
十
年
ま
で
の
相
場
と
の
間
に
著

し
い
差
違
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
期
間
に
お
け
る
国
際
収
支
は
、
明
治
六
年
六
、
四
七
一
、
九
四
九
円
、
七
年
四
、
一
四

四
、
五
〇
八
円
、
八
年
一
一
、
三
六
四
、
五
一
七
円
、
十
年
四
、
〇
七
二
、
三
八
一
円
の
支
払
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
九
年
の
み
が

三
、
七
四
六
、
八
田
八
円
の
受
取
超
過
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・
し
た
が
っ
て
ヽ
国
際
収
支
逆
調
の
年
に
は
洋
銀
は
紙
幣
に
対
し

て
二
、
九
％
乃
至
三
、
八
％
の
騰
貴
を
示
し
、
国
際
収
支
順
調
の
年
に
は
一
・
一
％
の
下
落
を
示
し
た
こ
と
は
、
洋
銀
相
場
が
国
際
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収
支
の
状
態
に
し
た
が
っ
て
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
実
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
期
間
洋
銀
と

の
交
換
通
貨
で
あ
る
紙
幣
の
価
値
は
小
康
を
得
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
「
我
国
洋
銀
相
場
ノ
ア
ル
ヤ
久
シ
、
然
レ
ト
モ
明
治
十
年
以
前
ハ
正
貨
紙
幣
殆
ト
同
価
ニ
流
通
シ
、
随
テ
我
通
貨
ト
洋
銀
ト
ノ

　
差
価
モ
単
ニ
輸
出
入
ノ
消
長
ニ
随
テ
高
低
シ
、
輸
入
多
キ
ト
キ
ハ
洋
銀
高
昂
シ
テ
壱
円
四
・
五
銭
ニ
昇
リ
、
輸
出
多
キ
ト
キ
ハ
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
銀
低
落
シ
テ
九
拾
四
・
五
銭
ニ
降
リ
、
其
一
昇
一
降
曽
テ
十
銭
ノ
外
ニ
出
ツ
ル
コ
ト
ア
ラ
サ
リ
キ
」

と
「
貨
政
考
要
」
も
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
期
間
の
洋
銀
相
場
は
国
際
収
支
の
影
響
の
下
に
成
立
す
る
為
替
相
場
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
基
準
通
貨
は
国
内
通
貨
と
し
て
正
貨
と
平
価
に
流
通
す
る
紙
幣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
洋
銀
相
場
の
変
動
は
国
際
収
支
の
順
逆
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
場
の
安
定
は
国
際
収
支
の

均
衡
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
国
内
に
お
け
る
本
位
金
貨
・
一
円
銀
お
よ
び
兌
換
券
さ
ら
に
政

府
紙
幣
の
並
存
す
る
通
貨
構
成
の
内
容
が
変
化
す
る
状
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
留
意
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
貨

政
考
要
」
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

　
　
　
「
世
人
ハ
皆
一
方
ニ
於
テ
ハ
新
貨
幣
ノ
優
美
ニ
シ
テ
実
価
ア
ル
ヲ
喜
ヒ
、
他
ノ
ー
方
ニ
於
テ
ハ
新
紙
幣
ノ
精
緻
ニ
シ
テ
軽
便
ナ

　
ル
ヲ
喜
ヒ
敢
テ
貨
紙
幣
ノ
間
ニ
軽
重
ヲ
措
ク
モ
ノ
ナ
ク
、
又
貨
紙
幣
ノ
前
途
ニ
就
テ
憂
慮
ヲ
懐
ク
モ
ノ
ナ
ク
、
其
政
府
二
在
テ
財

　
務
ノ
要
路
ニ
当
レ
ル
政
家
モ
亦
タ
民
間
ニ
在
テ
商
業
ノ
枢
機
ヲ
乗
レ
ル
商
家
モ
、
後
来
ノ
為
ニ
通
貨
ノ
性
質
ヲ
考
究
シ
テ
不
換
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴

　
幣
ノ
弊
害
ヲ
未
然
二
防
カ
ン
コ
ト
ヲ
謀
ル
者
ト
テ
ハ
殆
ト
其
人
ア
ル
ヲ
見
サ
ル
ノ
実
況
ナ
リ
キ
」

と
、
明
治
八
九
年
頃
の
金
札
価
値
安
定
期
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
本
質
に
関
す
る
問
題
、
し
た
か
っ
て
貨
幣
制
度
整
備
の
問
題
を
考

究
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
不
換
紙
幣
と
本
位
貨
幣
の
混
用
に
つ
い
て
安
易
な
考
え
方
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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明
治
六
年
よ
り
十
年
に
至
る
金
札
価
値
安
定
の
期
間
に
つ
い
て
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
あ
る
い
は
「
貨
政
考
要
」
等
明
治
十
四
年

十
月
以
降
デ
フ
レ
政
策
を
遂
行
し
た
松
方
正
義
の
貨
幣
理
論
に
も
と
づ
く
報
告
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
意
見
が
、
果
し
て
当
時
の
通

貨
問
題
を
適
確
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
大
隈
重
信
の
当
時
の
財
政
金
融
問
題
に
関
す
る
意
見
書
、
あ
る
い

は
大
蔵
省
に
よ
る
当
時
の
経
済
状
態
の
分
析
等
に
も
と
づ
い
て
解
明
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
印
　
「
紙
幣
整
理
始
末
」
（
「
日
本
金
融
史
資
料
」
明
治
大
正
編
、
第
十
六
巻
、
八
頁
）

　
　
②
　
同
右
、
八
頁
。

　
　
朗
　
同
右
、
三
七
頁
。

　
　
㈲
　
同
右
、
二
五
頁
。

　
　
㈲
　
「
貨
政
考
要
」
中
編
、
一
二
八
頁
。

　
　
圓
　
「
紙
幣
整
理
始
末
」
（
前
出
書
、
二
五
頁
）

　
　
⑦
　
同
右
、
一
二
〇
頁
。

　
　
㈲
　
同
右
、
二
五
頁
。

　
　
㈲
　
「
貨
政
考
要
」
中
編
、
一
三
四
頁
。

　
　
�
　
同
右
、
一
三
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
明
治
六
年
三
月
、
「
金
札
引
換
公
債
証
書
発
行
条
例
」
を
公
布
し
て
、
金
札
を
公
債
に
転
換
す
る
者
は
年
六
分
の
利
子
を
正
貨
を
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も
っ
て
収
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
金
札
回
収
方
策
を
提
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
債
に
交
換
さ
れ
た
金
札
は
明
治
六

年
一
五
八
万
円
余
、
七
年
六
三
万
円
余
、
八
年
二
万
円
余
に
す
ぎ
ず
、
九
、
九
三
一
万
円
余
の
金
札
は
交
換
媒
介
手
段
と
し
て
流
通

す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
五
年
十
一
月
制
定
の
「
国
立
銀
行
条
例
」
に
も
と
づ
く
第
一
、
第
二
、
第
四
、
第
五

の
各
国
立
銀
行
の
銀
行
券
は
発
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
兌
換
請
求
を
受
け
、
そ
の
流
通
量
は
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
急
激
に
減
少

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
た
結
果
、
国
立
銀
行
制
度
に
よ
っ
て
金
札
と
銀
行
券
の
代
置
を
行
な
い
通
貨
構
成
を

改
革
し
よ
う
と
し
た
明
治
政
府
の
通
貨
政
策
は
蹉
跌
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
信
用
造
出
に
も
と
づ
く
金
札
が
、
正
貨
に
よ
る
利
子
支
払
を
条
件
と
す
る
金
札
引
換
公
債
証
書
に
交
換
さ
れ
る
こ
と
少

く
、
む
し
ろ
流
通
手
段
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
選
好
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
国
立
銀
行
券
は
正
貨
兌
換
を
本
質
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
手
段
と
し
て
積
極
的
に
経
済
社
会
に
浸
透
す
る
通
貨
で
あ
る
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
通
貨
と
し
て

流
通
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
正
貨
流
出
手
段
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
通
貨
事
情
が
現
わ
れ
た
の
は
、
単
に
悪
貨
が

良
貨
を
駆
逐
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
く
こ
と
で
十
分
で
あ
ろ
う
か
。

　
金
札
が
明
治
六
年
よ
り
八
年
の
間
に
公
債
証
書
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
が
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
頃
金
札
と
新
貨
幣
は
ほ
ぼ
平
価
に
流
通
し
、
劣
悪
二
分
金
に
対
し
て
は
却
っ
て
良
貨
の
地
位
を
占
め
四
・
五
分
の
高

価
を
現
わ
し
て
い
た
金
札
が
選
好
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
利
子
が
正
貨
で
支
払
は
れ
る
こ
と
は
金
札
引
換
公
債
の

魅
力
と
な
る
に
至
ら
ず
、
さ
ら
に
年
六
分
の
公
債
利
子
は
当
時
の
平
均
市
中
金
利
が
一
二
％
を
上
下
し
て
い
た
の
に
比
較
し
て
決
し

て
有
利
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
金
札
を
公
債
に
引
換
え
る
金
札
回
収
政
策
を
成
功
せ
し
め
な
か
っ
た
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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兌
換
銀
行
券
が
流
通
困
難
に
陥
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
三
月
、
国
立
銀
行
四
行
の
連
署
に
よ
っ
て
、
紙
幣
頭
得
能
良

介
に
提
出
さ
れ
た
国
立
銀
行
券
発
行
制
度
変
革
に
関
す
る
建
白
が
、
次
の
よ
う
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
「
当
初
国
立
銀
行
条
例
御
制
定
ノ
際
ハ
、
此
条
例
ニ
ヨ
リ
テ
各
地
追
々
銀
行
ノ
創
立
有
之
、
遂
ニ
現
今
御
発
行
ノ
金
札
過
半
其

　
紙
幣
抵
当
ノ
公
債
証
書
ト
相
成
、
而
シ
テ
其
紙
幣
ハ
金
貨
ノ
兌
換
ヲ
得
、
不
換
金
札
ノ
兌
換
法
ヲ
可
被
為
遂
御
趣
意
ト
奉
察
侯
得

　
共
、
現
今
ノ
景
況
ニ
テ
ハ
僅
ニ
第
一
第
二
第
四
第
五
マ
テ
ノ
創
立
ニ
シ
テ
、
其
資
本
モ
通
計
三
百
四
拾
五
万
円
其
紙
幣
御
下
渡
高

　
八
二
百
〇
七
万
円
ニ
止
り
候
得
ハ
、
御
発
行
金
札
ノ
百
分
ノ
ニ
以
上
ニ
相
当
り
候
迄
ニ
テ
、
従
令
ヒ
金
貨
ヲ
以
テ
其
紙
幣
ノ
兌
換

　
ヲ
遂
侯
ト
テ
全
体
ノ
効
験
ハ
聊
モ
無
之
哉
ニ
奉
存
候
事
」

　
こ
の
主
張
は
僅
少
の
国
立
銀
行
券
に
対
し
て
余
り
に
も
多
額
の
金
札
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
正
貨
兌
換
を
本
質
と
す
る
国
立
銀

行
券
発
行
に
よ
っ
て
金
札
を
回
収
し
、
金
属
主
義
を
基
本
と
す
る
貨
幣
制
度
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
明
治
政
府
の
貨
幣
政
策
の
効
果

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
金
札
と
代
置
す
べ
き
国
立
銀
行
券
を
充
分
に
発
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
多

額
の
正
貨
準
備
金
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
結
果
国
内
に
お
い
て
金
貨
需
要
を
増
大
せ
し
め
て
金
貨
と
金
札
の
間
に
打
歩
を
生
ぜ
し
め

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
兌
換
銀
行
券
発
行
制
度
は
却
っ
て
金
札
価
値
の
安
定
を
崩
す
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
国
内
通
貨
と
し
て
金
札
が
、
た
と
い
政
府
に
対
す
る
社
会
的
信
認
の
確
立
に
裏
付
け
ら
れ
て
正
貨
と
平
価
に
流
通
す
る
と
し

て
も
、
国
際
収
支
が
均
衡
を
保
持
し
得
な
け
れ
ば
金
札
価
値
の
安
定
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
、
国
立
銀

行
建
白
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
金
貨
ト
金
札
ト
ノ
価
位
、
現
今
内
地
人
民
限
リ
ノ
情
状
ニ
於
テ
ハ
素
ョ
リ
政
府
ノ
御
威
徳
ニ
ヨ
リ
テ
充
分
ノ
信
ヲ
徴
シ
決
テ

　
差
違
無
之
様
相
見
候
得
共
、
貿
易
上
輸
出
入
物
品
ノ
較
計
、
常
ニ
輸
出
品
ノ
価
格
輸
入
品
ノ
額
ヨ
リ
相
減
シ
、
加
之
御
雇
入
外
国
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人
ノ
給
料
及
外
国
へ
御
送
輸
ノ
金
額
等
モ
被
為
在
候
ニ
付
、
其
差
減
ノ
高
ハ
必
実
貨

　
輸
出
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
理
ニ
付
、
此
際
多
ク
英
貨
為
換
相
場
騰
上
シ
夫
カ
為
金
貨

　
ノ
輸
出
ス
ル
ハ
不
得
止
ノ
計
算
ニ
テ
、
右
輸
出
ノ
時
ニ
於
テ
ハ
先
貿
易
場
ヨ
リ
金
貨

　
ト
金
札
ト
ノ
価
格
ニ
差
違
ヲ
生
シ
自
ラ
内
地
ニ
相
及
シ
、
平
常
ノ
金
貨
ノ
方
金
札
ヨ

　
り
価
位
相
増
シ
、
目
今
ノ
勢
ニ
テ
ハ
銀
行
紙
幣
ノ
如
キ
ハ
只
此
輸
出
ノ
便
ヲ
資
ク
ル

　
迄
ト
相
成
、
内
地
八
民
金
札
ノ
徴
信
ヲ
厚
ク
ス
ル
ノ
裨
補
ニ
ハ
聯
モ
其
効
無
之
哉
ニ

　
　
　
　
圓

　
奉
存
行
事
」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
に
よ
る
対
外
支
払
の
増
大
が
、
為
替

相
場
を
騰
貴
せ
し
め
た
た
め
に
、
金
貨
現
送
を
必
要
と
す
る
に
至
り
、
そ
の
金
貨
需
要

を
充
足
す
る
方
法
と
し
て
国
立
銀
行
券
の
兌
換
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
金
貨
は
国
立
銀
行
よ
り
流
出
し
、
銀
行
券
の
流
通
は
急
減
し
た
。
こ
の
状
態

が
継
続
す
れ
ば
自
ら
金
貨
は
紙
幣
に
対
し
て
打
歩
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、

国
立
銀
行
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
国
際
収
支
の
均
衡
を
確
保
し
な
い
限
り
、
通
貨
構
成
を
改
革
し
、
通
貨
価
値
の
恒

久
的
安
定
を
害
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
正
貨
流
出

は
第
二
表
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

　
明
治
五
年
よ
り
九
年
ま
で
の
五
年
間
に
二
、
二
九
六
万
円
余
の
金
銀
貨
が
海
外
に
流
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出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
造
幣
寮
開
業
よ
り
九
年
末
ま
で
の
新
貨
鋳
造
額
七
三
、
四
六
四
、
八
二
八
円
の
約
三
一
％
に
当
る
流
出
額
と

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
当
時
の
通
貨
問
題
を
考
慮
す
る
場
合
に
最
も
強
く
注
意
を
ひ
く
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
国
立
銀
行
建
白
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
内
通
貨
と
し
て
の
金
札
す
な
わ
ち
政
府
紙
幣
と
新
貨
幣
の
価
値
が

一
応
安
定
し
て
い
た
時
期
に
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
正
貨
需
要
が
増
大
し
為
替
相
場
が
騰
貴
し
た
た
め
に
、
国
内
通
貨
の

政
府
紙
幣
と
新
貨
幣
と
の
価
値
関
係
を
混
乱
せ
し
め
る
に
至
っ
た
と
い
う
意
識
が
漸
く
強
ま
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

国
内
通
貨
価
値
を
安
定
せ
し
め
る
た
め
の
最
も
主
要
な
政
策
は
国
際
収
支
の
改
善
に
あ
る
と
い
う
主
張
が
、
そ
の
当
時
の
通
貨
問
題

に
関
す
る
諸
意
見
の
主
流
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
八
年
一
月
、
大
蔵
四
大
隈
重
信
に
よ
っ
て
太
政
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
「
収
入
支
出
ノ
源
流
ヲ
清
マ
シ
理
財
会
計
ノ
根
本
ヲ

立
ツ
ル
ノ
議
」
と
題
す
る
財
政
確
立
に
関
す
る
建
白
書
は
、
正
貨
流
出
の
原
因
お
よ
び
そ
れ
が
紙
幣
価
値
の
安
定
を
脅
か
す
に
至
る

状
態
を
、
次
の
よ
う
に
強
い
表
現
を
以
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
爾
来
上
下
一
般
ノ
好
尚
競
テ
彼
ノ
風
習
ニ
奔
波
シ
、
凡
ソ
是
等
官
立
事
業
ノ
所
用
器
材
等
ヨ
リ
民
間
ノ
衣
食
住
日
用
必
需
ノ

　
物
品
、
其
他
奢
侈
無
用
ノ
器
具
ニ
至
ル
迄
其
輸
入
舶
来
ニ
資
ス
ル
モ
ノ
勝
テ
計
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
而
シ
テ
其
物
タ
ル
ヤ
大
抵
彼
国
全

　
成
精
美
ノ
人
工
品
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
我
ノ
半
径
人
工
品
ト
粗
野
天
然
物
ト
ニ
比
ス
レ
ハ
奚
ソ
啻
霄
壌
ノ
謂
ナ
ラ
ソ
ヤ
、
勢
ノ
至
ル
所

　
外
貨
濫
入
日
ニ
一
日
ヨ
リ
モ
甚
シ
ク
、
邦
人
ノ
之
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
日
ニ
盛
ソ
ニ
月
ニ
増
シ
、
内
国
ノ
諸
物
愈
粗
悪
ニ
赴
カ
ス
ン
ハ

　
則
チ
或
ハ
騰
貴
用
ユ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
、
於
是
乎
一
歳
輸
出
ノ
高
常
ニ
輸
入
ニ
及
ハ
ス
、
其
之
ヲ
償
却
ス
ル
遂
ニ
現
貨
ヲ
以
テ
セ

　
サ
ル
ヲ
得
ス
、
即
チ
海
関
税
局
発
兌
ノ
表
ニ
拠
ル
ニ
己
已
以
来
金
銀
銅
貨
ノ
海
外
二
輸
出
ス
ル
ー
ケ
年
平
均
高
七
百
四
拾
七
万
四

　
千
円
余
通
計
三
千
七
百
三
拾
七
万
円
ノ
額
数
ニ
及
ヘ
リ
、
是
レ
素
ヨ
リ
五
年
間
輸
出
入
ノ
比
較
現
貨
流
出
ノ
積
算
ニ
シ
テ
、
其
平
均
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失
フ
既
ニ
如
此
シ
既
往
将
来
ノ
事
亦
以
テ
類
推
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
荀
ク
モ
如
此
ニ
シ
テ
止
マ
ス
ソ
ハ
則
チ
仮
令
山
ヲ
鋳
海
ヲ
煮
無

　
数
ノ
正
金
現
貨
ヲ
製
造
ス
ト
雖
モ
従
テ
造
り
従
テ
出
テ
、
数
年
ヲ
閲
ミ
セ
ス
シ
テ
現
貨
海
外
ニ
山
積
シ
通
宝
国
内
ニ
灰
散
シ
、
患

　
害
直
チ
ニ
我
紙
幣
ニ
被
及
シ
頓
ニ
従
来
ノ
信
憑
ヲ
失
ヒ
忽
チ
ー
般
ノ
流
通
ヲ
妨
ケ
、
資
本
流
動
ノ
源
枯
レ
人
民
生
産
ノ
道
絶
ュ
」

　
こ
の
建
白
が
強
調
す
る
点
は
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
が
わ
が
国
の
財
政
・
経
済
を
不
安
定
な
ら
し
め
る
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
貿
易
商
品
構
造
は
、
第
一
次
生
産
物
あ
る
い
は
半
製
品
を
輸
出
す
る
の
に
対
し
て
、
社

会
資
本
形
成
の
た
め
の
器
材
お
よ
び
民
間
需
要
を
充
た
す
た
め
の
消
費
財
を
輸
入
す
る
形
態
で
あ
り
、
後
進
国
の
特
質
と
も
い
う
べ

き
不
利
な
交
易
条
件
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
も
明
治
二
年
以
来
年
々
の
輸
入
超
過
の
た
め
に
巨
額
の
正
貨
が
流
出
し
、
さ
ら
に
こ

の
傾
向
が
将
来
に
継
続
す
る
と
す
れ
ば
国
内
の
正
貨
は
枯
竭
し
、
そ
の
結
果
紙
幣
に
対
す
る
信
認
も
薄
ら
ぎ
、
経
済
の
混
乱
を
来
た

す
で
あ
ろ
う
と
憂
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
対
策
は
基
本
的
に
は
わ
が
国
の
産
業
の
発
展
・
生
産
力
の
増
進
に

有
効
な
資
金
供
給
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
正
貨
流
出
を
直
接
的
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
輸
入
を
管
理
し
国
産
品
の
使

用
を
奨
励
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
際
収
支
の
均
衡
を
は
か
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
経
済
問
題
で
あ
る
と
す
る
意
見
は
、
明
治
八
年
七
月
大
隈
重
信
に

よ
る
「
税
関
収
入
金
ニ
関
ス
ル
上
申
書
」
、
同
年
九
月
提
議
の
「
天
下
ノ
経
済
ヲ
謀
り
国
家
ノ
会
計
ヲ
立
ツ
ル
ノ
議
」
あ
る
い
は
同

年
十
月
提
議
の
「
国
家
理
財
ノ
根
本
ヲ
確
立
ス
ル
ノ
議
」
に
繰
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
国
内
通
貨

と
し
て
紙
幣
価
値
が
そ
の
頃
漸
く
安
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
本
位
金
貨
の
流
出
が
継
続
す
れ
ば
、

通
貨
価
値
の
混
乱
を
招
く
に
至
る
で
あ
ろ
う
と
憂
慮
す
る
点
の
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
大
隈
重
信
は
。

　
　
　
「
紙
幣
ノ
用
タ
ル
ヤ
其
紙
面
記
載
ノ
金
額
ヲ
要
ス
ル
約
束
ノ
証
書
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
、
必
ス
其
需
メ
ニ
応
シ
候
丈
ケ
ノ
現
貨
無
之
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候
テ
ハ
不
相
叶
候
ニ
候
処
、
従
来
濫
出
ノ
余
弊
ヲ
受
ケ
国
内
ノ
貨
幣
ハ
殆
ン
ト
既
ニ
空
竭
七
シ
上
、
右
様
金
貨
日
ニ
月
ニ
濫
出
イ

　
タ
シ
候
テ
ハ
、
終
ニ
紙
幣
ノ
信
用
ヲ
失
ヒ
如
何
ナ
ル
大
患
ヲ
醸
シ
候
哉
モ
相
測
り
難
ク
、
国
家
安
危
ノ
係
ル
所
ニ
テ
実
二
憂
慮
ノ

　
至
リ
ニ
不
堪
候
」

と
述
べ
て
お
り
、
彼
が
国
際
収
支
の
均
衡
維
持
を
痛
切
な
通
貨
問
題
と
し
て
如
何
に
強
く
意
識
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
大
隈
重
信
の
政
府
紙
幣
に
関
す
る
意
見
に
よ
っ
て
、
彼
は
金
札
が
法
制
上
は
不
換
紙
幣
化
し
て
い
る

に
し
て
も
、
本
質
的
に
は
正
貨
と
兌
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
国
内
に
お
け
る
通
貨
構
成
が
金
札
と
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
本
他
貨
幣
と
が
適
当
な
比
率
を
も
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
必
要
と

し
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
、
正
貨
の
流
出
に
よ
っ
て
こ
の
比
率
が
不
適
当
な
も
の
と
な
れ
ば
、
一
応
安
定
し
て
い
る
金
札
の
価
値
を

動
揺
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
蔵
省
八
等
出
仕
石
橋
重
明
に
よ
る
明
治
八
年
建
議
の
「
金
貨
濫
出
ヲ
防
キ
国
内
ノ
富
貴
ヲ
謀
ル
ノ
議
」
に
は
、
わ
が
国
の
交
易

条
件
が
不
利
な
状
態
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
「
外
国
物
品
ノ
輸
入
ス
ル
ヤ
月
ニ
増
シ
歳
ニ
加
へ
、
内
地
人
民
ノ
好
尚
モ
亦
競
フ
テ
彼
ノ
物
品
ヲ
支
消
シ
、
上
下
一
般
ノ
服
御
及

ヒ
家
具
等
ノ
如
キ
モ
其
輸
入
品
ヲ
仰
ク
モ
ノ
挙
テ
算
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
、
而
シ
テ
内
国
物
品
ノ
輸
出
ハ
大
概
ネ
農
産
ニ
シ
テ
、

各
地
ニ
於
テ
其
カ
ヲ
之
力
種
芸
栽
培
ニ
勉
ム
ト
雖
モ
周
歳
天
時
ヲ
待
テ
然
ル
後
始
テ
之
ヲ
獲
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
宜
ナ
ル
哉
内
品
ノ
輸
出

外
品
ノ
輸
入
ニ
及
サ
ル
コ
ト
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
年
々
の
輸
入
超
過
七
〇
〇
万
円
乃
至
ハ
○
○
万
円
と
な
り
、
明
治
八
年
に
は
六
月
ま
で
に
す
で
に
輸
入

超
過
額
八
、
○
七
六
、
六
〇
〇
円
余
に
達
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
輸
入
超
過
の
清
算
分
と
し
て
外
国
商
社
に
よ
っ
て
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獲
得
さ
れ
た
正
貨
は
海
外
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
高
率
の
運
賃
保
険
料
を
要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
商
社
に
利
益
を

も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
我
カ
金
貨
ヲ
以
テ
一
ノ
好
貿
易
品
ト
看
做
シ
専
ラ
之
ヲ
売
買
ス
ル
ヲ
以
テ
業
程
ト
ナ
ス
ノ

形
勢
ニ
馴
致
（
」
す
る
に
至
っ
た
・
そ
の
理
由
は
国
際
収
支
が
逆
調
で
あ
る
以
外
に
、
邦
貨
と
洋
銀
を
交
換
す
る
場
合
、
邦
商
は
資
力

薄
弱
の
た
め
売
買
を
急
ぐ
の
に
対
し
、
外
商
は
資
本
が
豊
富
で
あ
る
た
め
時
機
を
見
る
余
裕
が
あ
る
の
で
常
に
洋
銀
の
価
位
が
上
騰

す
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
石
橋
重
明
は
わ
が
国
の
金
銀
法
定
比
価
が
、
外
国
に
お
け
る
銀
相
場
低
落
の
結
果
、
銀
に
対

し
て
金
を
低
く
評
価
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
認
識
し
て
い
な
い
の
で
、
右
の
説
明
は
当
時
の
金
貨
流
出
の
原
因
を
正
確
に

示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
洋
銀
相
場
が
外
国
銀
行
、
外
国
商
社
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
は
当
時

広
く
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
大
隈
重
信
と
同
じ
よ
う
に
、
金
貨
流
出
を
防
止
す
る
政
策
を
立
て
二
三
年
を
期
し

て
そ
の
実
効
を
奏
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

　
　
　
「
必
ス
数
年
ヲ
持
タ
ス
金
貨
ハ
地
ヲ
掃
テ
蕩
尽
シ
、
紙
幣
ハ
価
位
ヲ
喪
ナ
ヒ
徒
ラ
ニ
空
券
ト
ナ
リ
従
来
ノ
信
憑
ヲ
失
ヒ
、
忽
チ

　
一
般
ノ
融
通
ヲ
杜
キ
全
国
悲
歎
ノ
色
ヲ
呈
ハ
ス
ノ
日
ニ
至
ラ
ハ
、
政
府
何
ヲ
以
テ
カ
国
脈
ヲ
維
持
シ
卓
然
独
立
タ
ラ
ン
メ
ン
乎
、

　
人
民
何
ヲ
以
テ
カ
生
計
ヲ
営
為
シ
卑
屈
ニ
陥
ラ
サ
ル
ヲ
得
ン
乎
其
患
害
ノ
波
及
ス
ル
所
今
日
ョ
リ
之
ヲ
思
想
ス
ル
モ
実
ニ
悚
然
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
心
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」

と
、
紙
幣
価
値
低
落
の
危
険
を
憂
慮
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
紡
織
・
海
運
等
の
国
内
産
業
を
保
護
育
成
し
、
綿
製
品
の
輸
入
防
止
・

貿
易
外
収
入
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
蔵
省
の
鈴
木
利
亨
・
神
鞭
知
常
に
よ
っ
て
、
明
治
八
年
よ
り
十
一
年
ま
で
の
貿
易
状
況
、
為
替
相
場
、
通
貨
発
行
量
等
に
つ
い

て
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
河
瀬
秀
治
が
正
貨
流
出
の
原
因
を
追
究
し
、
そ
の
対
策
を
論
じ
た
意
見
書
が
「
財
政
之
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第3表　商品および金銀輸出入高単
位
に
よ
っ
て
お
り
、
税
関
は
そ
れ
を
「
貨
幣
条
例
Ｌ
に
も
と
づ
い
て
わ
が
国
の
金
貨
に
換
算
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
金
円
の
価
格
は
現
実
の
市
中
相
場
と
差
違
が
あ
る
か
ら
、
表
面
の
計
数
と
実
際
に
邦
商
と
外
商
の
間
に
授
受
さ
れ
る
正
貨

義
ニ
付
建
言
」
と
し
て
明
治
十
二
年
七
月
大
隈
重
信
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
建
言
書
は
明
治
八
年
よ
り
十
年
ま
で
の
商
品
輸
出
入
額
と
金
銀
輸
出
入
額
を
第
三
表
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
計
数
の
解
釈
に
つ
い
て
、
河
瀬

秀
治
の
述
べ
て
い
る
意
見
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
明
治
前
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
貿
易
方
式

は
居
留
地
貿
易
で
あ
り
、
通
関
を
行
う
も
の
の
殆
ん
ど

す
べ
て
は
外
国
商
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
し
た

が
っ
て
表
面
に
現
わ
れ
た
数
字
は
事
実
と
相
違
す
る
点

の
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
表
面
に
掲
げ
ら
れ
た
輸
出
品
価
額
は
外
国
商
社
の
所

得
す
る
利
益
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
事
実
邦
商
売
込

問
屋
の
獲
得
し
た
原
価
額
よ
り
多
い
は
ず
で
あ
る
。
ま

た
表
面
輸
入
品
の
価
額
は
邦
商
引
取
問
屋
の
支
払
額
よ

り
著
し
く
小
額
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
何
故

な
ら
ば
、
外
商
が
税
関
に
申
告
す
る
価
格
は
外
国
貨
幣
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額
と
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
の
正
貨
流
出
額
は
右
表
に
現
わ
れ
た
も
の
よ
り
多
額
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
外
の
金
銀
流
出
額
を
別
に
し
て
、
第
三
表
の
金
銀
流
出
額
に
対
し
金
銀
相
場
の
変
動
を
見

る
と
、
八
年
十
二
月
平
均
金
一
円
銀
〇
・
九
八
円
、
九
年
十
二
月
平
均
金
一
・
〇
六
円
錐
一
・
〇
三
円
で
あ
り
、
金
銀
流
出
に
よ
っ

て
紙
幣
価
値
の
安
定
が
崩
壊
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
鈴
木
・
神
鞭
ら
に
よ
る
分
析
は
、
輸
入
超
過
の
継
続
に
よ
る
洋
銀
需
要
の
増
加
が
洋
銀
相
場
を
騰
貴
せ
し
め
、
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相

場
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
が
国
の
銀
相
場
は
低
落
し
な
い
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
金
貨
流
出
を
助
長
す
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は
、
明
治
八
年
最
高
五
七
片
余
最
低
五
五
片
余
、
明

治
九
年
最
高
五
六
片
余
最
低
四
六
片
余
と
低
落
し
て
お
り
（
、
し
た
が
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
銀
価
も
低
落
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
洋
銀
相
場
は
銀
塊
相
場
に
応
じ
た
低
下
を
示
す
こ
と
な
く
、
銀
高
金
安
の
状
勢
を
保
ち
、
外
国
商
社
は
金
貨
を
有
利
に
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
通
貨
事
情
が
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
故
ニ
外
商
カ
我
金
貨
ヲ
輸
出
ス
ル
ヤ
、
独
り
彼
レ
カ
輸
人
品
ノ
代
銀
ニ
換
ヘ
テ
以
テ
之
ヲ
出
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
金
貨
ヲ
看
テ

　
以
テ
之
ヲ
一
箇
ノ
商
品
ト
做
シ
、
荀
モ
眼
ニ
触
ル
レ
ハ
則
チ
之
ヲ
買
収
シ
去
レ
ル
ノ
勢
ナ
リ
キ
、
而
ン
テ
古
金
銀
貨
ノ
如
キ
八
時

　
々
ノ
取
引
ノ
実
況
ヲ
詳
ニ
ス
ル
能
ハ
ス
ト
雖
ト
モ
、
要
ス
ル
ニ
亦
此
論
理
ニ
外
ナ
ラ
サ
リ
ン
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
」

と
結
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
輸
入
超
過
を
続
け
る
わ
が
国
に
と
っ
て
は
、
そ
の
支
払
を
行
な
う
に
当
っ
て
、
次
の
よ
う
な

不
利
な
状
態
に
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
「
本
邦
ノ
輸
入
物
品
代
価
ノ
惣
額
ハ
常
ニ
輸
出
物
品
代
価
ノ
惣
額
ニ
超
過
ス
、
故
二
年
々
外
国
二
払
出
ス
ヘ
キ
ノ
負
債
ア
リ
テ

　
請
取
ル
ヘ
キ
ノ
入
額
ナ
シ
、
而
シ
テ
其
払
出
ス
ヤ
洋
銀
ヲ
得
ル
ニ
由
ナ
ク
、
勢
ヒ
止
ヲ
得
ス
シ
テ
之
二
当
ツ
ル
ニ
稀
レ
ニ
有
ル
所
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ノ
金
貨
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
、
然
り
而
シ
テ
其
金
貨
ノ
価
ハ
彼
レ
カ
取
ル
所
ヲ
以
テ
之
カ
度
ト
為
シ
、
我
売
者
ハ
常
ニ
彼
ノ

　
買
者
ニ
制
セ
ラ
レ
、
又
彼
レ
カ
之
ヲ
買
フ
ヤ
必
ス
之
ヲ
倫
動
若
ク
ハ
其
他
二
輸
送
ス
ル
ノ
計
算
ヲ
為
ス
、
之
ヲ
倫
敦
ニ
送
ラ
ン
カ

　
概
ネ
其
必
須
ノ
費
用
（
従
令
別
段
ニ
利
益
ハ
見
込
マ
サ
ル
モ
）
ヲ
算
ス
ル
ニ
、
運
賃
凡
千
分
ノ
十
、
保
険
料
凡
千
分
ノ
九
、
利
子

　
ニ
ヶ
月
凡
千
分
ノ
十
合
セ
テ
千
分
ノ
二
十
九
ヲ
要
ス
ヘ
シ
、
且
右
計
算
ハ
大
額
ノ
貨
幣
ヲ
輸
送
ス
ル
ノ
割
合
ナ
レ
ハ
、
小
額
ニ
ハ

　
更
二
Ｉ
層
費
用
ノ
増
額
ヲ
見
込
ミ
テ
以
テ
買
取
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
（
」

　
す
な
わ
ち
わ
が
国
の
金
貨
流
出
の
原
因
は
、
国
際
収
支
に
お
い
て
年
々
支
払
超
過
で
あ
り
、
し
か
も
洋
銀
を
入
手
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
、
わ
が
国
の
金
銀
比
価
が
ふ
ソ
ド
ン
銀
塊
相
場
に
比
較
し
て
常
に
金
安
銀
高
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る

と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
に
よ
る
金
銀
比
価
が
、
明
治
七
年
一
対
一
六
・
一
七
、
八
年
一
対
一

六
・
五
九
、
九
年
一
対
一
七
・
八
八
で
あ
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
法
定
比
価
す
ら
明
治
八
年
一
対
一
六
・
一
七
、
九
年

一
対
一
六
・
三
三
で
あ
っ
て
常
に
銀
価
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
上
に
、
洋
銀
は
対
外
支
払
超
過
継
続
の
影
響
を
う
け
て
、
銀
円
よ

り
も
さ
ら
に
高
価
を
保
持
し
て
い
た
た
め
に
金
貨
流
出
の
趨
勢
を
激
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
金
は
そ
の
現
送
費
を
差
引
い
た
相

場
で
外
国
商
社
に
引
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
金
一
に
対
す
る
銀
の
市
中
相
場
を
見
る
と
、
明
治
七
年
一
五
・
四
八
、
八
年
一

五
・
八
五
、
九
年
一
六
・
八
二
と
な
っ
て
お
」
一
、
市
中
の
銀
相
場
は
輸
出
超
過
で
あ
っ
た
明
治
九
年
を
除
い
て
、
輸
入
超
過
の
七
、

八
年
に
は
法
定
比
価
よ
り
も
は
る
か
に
銀
が
高
騰
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
金
札
の
価
値
が
小
康
を
得
て
い
た
明
治
七
～
九
年
の
頃
に
お
い
て
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
正
貨
流
出
の
現
象
が
顕
著
で
あ
っ
た
た

め
に
国
際
収
支
の
不
均
衡
が
財
政
・
経
済
不
安
定
の
主
要
原
因
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
国
際
収
支
の
均
衡
を
主
張
と
す
る
輸

入
管
理
、
輸
出
産
業
の
保
護
育
成
、
社
会
的
間
接
資
本
の
形
成
等
の
経
済
政
策
を
緊
要
と
す
る
主
張
が
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で

　
　
　
　
わ
が
国
に
お
け
る
第
一
期
金
本
位
制
時
代
の
通
貨
問
題
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あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
内
通
貨
構
成
の
改
革
・
正
貨
と
金
札
の
実
質
的
な
結
合
の
問
題
は
国
際
収
支
均
衡
論
に
掩
わ
れ
て
、
深
い

考
慮
を
払
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
看
過
さ
れ
た
に
等
し
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
田
　
「
明
治
三
十
年
幣
制
改
革
始
末
概
要
」
六
三
ー
四
頁
、
「
貨
政
考
要
」
中
編
、
三
一
頁
。

　
　
②
　
‐
1
貨
政
考
要
」
下
編
、
二
三
九
頁
。

　
　
卯
　
同
右
、
二
三
九
－
二
四
〇
頁
。

　
　
圃
　
大
隈
文
書
、
Ａ
七
。

　
　
⑤
　
同
右
、
Ａ
二
三
四
一
。

　
　
佃
－
圓
　
同
右
、
Ａ
九
七
三
。

　
　
㈲
　
一
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
一
二
頁
に
よ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は
、
明
治
八
年
最
高
五
七
片
五
／
八
最
低
五
五
片
一
／
二
、
九
年
最
高

　
　
　
　
五
八
片
一
／
二
最
低
四
六
片
三
／
四
で
あ
る
。

　
　
�
　
�
　
大
隈
文
書
、
Ａ
九
八
〇
。

　
　
臨
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
二
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
「
新
貨
条
例
Ｌ
に
よ
っ
て
純
金
一
・
五
グ
ラ
ム
を
一
円
と
定
め
た
本
位
金
貨
、
純
銀
二
四
・
二
六
グ
ラ
ム
余
を
貿
易
一
円
銀
と
定

め
た
貿
易
港
限
り
通
用
の
本
位
銀
貨
、
そ
の
一
円
銀
と
同
位
同
量
の
国
際
通
貨
で
あ
る
洋
銀
、
さ
ら
に
国
内
通
貨
と
し
て
こ
れ
ら
の

正
貨
と
平
価
に
流
通
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
政
府
紙
幣
が
並
存
す
る
通
貨
構
成
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
が
平
価
を
維
持



し
、
さ
ら
に
国
際
的
金
銀
比
価
と
・
新
貨
条
例
」
あ
る
い
は
明
治
八
年
の
「
貨
幣
条
例
」
に
よ
る
法
定
金
銀
比
価
と
を
一
致
せ
し
め

る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
内
法
に
よ
る
金
銀
比
価
は
常
に
国
際
金
銀
比
価
か
ら
乖
離
す
る
傾
向
に
あ
り
、

政
府
紙
幣
は
そ
れ
ら
の
正
貨
に
対
し
て
た
え
ず
減
価
す
る
危
険
を
抱
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
鈴
木
・
神
鞭
ら
は
、
わ
が
国
の
通
貨
構
成
に
つ
い
て
。

　
　
　
「
我
金
貨
銀
貨
及
紙
幣
ハ
共
ニ
本
邦
ノ
通
貨
ニ
シ
テ
法
律
ニ
於
テ
皆
同
位
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
又
各
港
ニ
於
テ
用
フ
ル
洋
銀
ハ
其
精

　
粗
重
量
我
銀
貨
ト
甚
タ
相
近
シ
、
然
レ
ト
モ
之
ヲ
取
引
上
ノ
実
際
ニ
徴
ス
ル
ニ
毎
ニ
交
互
多
少
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
何

　
ソ
ヤ
、
他
ナ
シ
是
レ
元
其
物
各
自
二
其
質
ヲ
殊
ニ
シ
、
又
従
令
同
物
ナ
ル
モ
各
自
其
用
ヲ
殊
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
金
貨
・
銀
貨
・
紙
幣
お
よ
び
洋
銀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
機
能
を
異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

通
貨
の
需
給
状
態
に
よ
っ
て
差
額
を
生
ず
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
輸
入
超
過
が
継
続
す
る
こ
と
が
洋
銀
相
場
を
騰

貴
せ
し
め
、
ま
た
金
貨
を
流
出
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
彼
等
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府
発
行
の
紙
幣

に
つ
い
て
い
え
ば
、
藩
札
の
廃
停
、
地
租
改
正
に
よ
る
租
税
の
金
納
化
と
米
穀
の
商
品
化
、
あ
る
い
は
士
族
の
商
工
業
へ
の
転
出
等

に
よ
っ
て
明
治
維
新
以
来
通
貨
需
要
量
は
急
激
に
増
大
し
て
お
り
金
札
の
発
行
量
が
過
剰
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

紙
幣
は
本
来
正
貨
と
交
換
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
。

　
　
　
「
紙
幣
ノ
本
用
ハ
首
ト
シ
テ
真
貨
ノ
代
理
タ
ル
ニ
在
リ
、
租
税
ハ
紙
幣
ヲ
以
テ
納
ム
ヘ
ク
内
産
ハ
紙
幣
ヲ
以
テ
買
フ
ヘ
シ
」

と
紙
幣
は
国
内
通
貨
と
し
て
正
貨
に
代
位
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
た
だ
紙
幣
が
正
貨
の
代
用
手
段
と
な
り
得
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち

貿
易
収
支
の
差
額
決
済
の
た
め
現
貨
に
よ
る
対
外
支
払
を
必
要
と
す
る
時
に
の
み
金
札
と
正
貨
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

金
札
と
正
貨
の
交
換
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
は
国
際
収
支
の
均
衡
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
輸
出
産
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業
育
成
資
金
の
供
給
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
我
国
発
行
ノ
紙
幣
額
ハ
之
ヲ
金
銀
両
貨
二
比
ス
レ
ハ
則
チ
頗
ル
剰
過
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
然
レ
ト
モ
前
来
設
ク
所
ノ
事
情
ア
ル

　
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
実
際
所
要
ノ
通
貨
ノ
順
ニ
比
ス
レ
バ
則
豈
ニ
多
シ
ト
為
ン
ヤ
、
利
子
ノ
廉
ナ
ラ
ス
シ
テ
起
業
者
常
ニ
資
本
(
紙

　
幣
）
ニ
窮
乏
ス
ル
ノ
情
況
以
テ
之
ヲ
証
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
故
ニ
秀
治
等
ヵ
所
謂
製
産
ノ
増
進
ヲ
促
ス
ト
ハ
他
ナ
シ
、
特
法
ヲ
設
ケ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即

　
更
ニ
製
産
ノ
資
本
（
紙
幣
）
ヲ
貸
出
シ
以
テ
其
増
進
ヲ
促
カ
ス
ヲ
謂
フ
ナ
リ
」

と
、
輸
出
産
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
必
要
資
金
量
を
考
慮
す
れ
ば
金
札
発
行
量
は
決
し
て
過
剰
で
は
な
く
、
む
し
ろ
資
金
不

足
・
高
金
利
の
状
態
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
政
府
紙
幣
が
生
産
資
金
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
通
貨
供
給
政
策
を
遂
行
す
れ
ば
、
わ
が
国
輸
出
産
業
の
発
展
を
促
進
し
、
国
際
収
支
の
改
善
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
金
札
価
値
が
や
や
安
定
の
徴
候
を
示
し
て
い
る
第
一
期
金
本
位
制
の
時
期
に
お
い
て
、
政
府
紙
幣
の
存
在
は
是
認

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
生
産
資
金
の
供
給
が
経
済
発
展
に
対
し
て
積
極
的
効
果
を
期
待
し
得
る
方
策
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
広
く
支
持

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
に
お
い
て
、
明
治
五
年
ま
で
に
金
札
を
正
貨
と
兌
換
す
る
と
い
う
明
治
二
年
五
月
の
布
告
は
実
行
さ
れ
ず
、
か
え
っ
て
明
治

四
年
十
二
月
の
新
紙
幣
発
行
布
告
に
よ
っ
て
金
札
が
不
換
紙
幣
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
近

代
国
家
体
制
の
確
立
、
明
治
四
年
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
金
本
位
制
の
制
定
、
あ
る
い
は
明
治
五
年
の
「
国
立
銀
行
条
例
」
に
よ
る

兌
換
銀
行
券
の
発
行
等
、
政
治
体
制
・
貨
幣
制
度
の
整
備
が
金
札
に
対
す
る
社
会
的
信
認
を
確
保
す
る
要
因
と
な
り
、
明
治
七
～
九

年
の
時
期
に
お
い
て
は
国
内
通
貨
と
し
て
の
金
札
と
正
貨
が
ほ
ぼ
平
価
に
流
通
す
る
状
態
を
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
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こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
「
新
貨
条
例
」
制
定
以
前
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
金
札
価
値
安
定
に
関
す
る
緊
迫
し
た
問
題
意
識
を

生
起
せ
し
め
る
よ
う
な
情
勢
は
潜
在
的
な
も
の
と
な
り
、
わ
が
国
の
通
貨
構
成
の
複
雑
さ
を
整
理
し
、
統
一
的
貨
幣
制
度
を
確
立
す

べ
き
問
題
は
ほ
と
ん
ど
忘
却
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
維
新
以
来
、
通
貨
供
給
政
策
に
よ
っ
て
経
済

の
成
長
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
来
た
大
蔵
喞
大
隈
重
信
は
、
そ
の
急
速
な
経
済
発
展
政
策
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る

国
際
収
支
の
逆
調
、
さ
ら
に
洋
銀
相
場
が
騰
貴
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
入
超
過
が
抑
制
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
明
治
八
年
数
次
に
亘
っ
て
提
議
し
た
財
政
確
立
に
関
す
る
建
白
書
に
お
い
て
、
国
際
収

支
の
不
均
衡
が
国
際
通
貨
・
洋
銀
の
相
場
を
騰
貴
せ
し
め
、
次
い
で
国
内
通
貨
で
あ
る
金
札
の
価
値
を
動
揺
せ
し
め
る
に
至
る
原
因

で
あ
る
と
し
て
、
国
際
収
支
改
善
の
た
め
に
輸
出
能
力
の
増
進
、
経
済
発
展
の
先
行
条
件
の
形
成
、
し
た
が
っ
て
豊
富
な
生
産
資
金

の
供
給
の
必
要
性
を
繰
返
し
主
張
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
七
、
八
年
の
頃
に
高
揚
し
て
来
た
国
際
収
支
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
の
輸
出
商
品
生
産
力
の
増
進
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的

間
接
資
本
形
成
の
必
要
性
を
説
く
論
説
は
、
国
内
経
済
社
会
に
お
い
て
は
金
札
発
行
に
よ
る
生
産
資
金
供
給
政
策
の
効
果
を
肯
定

し
、
金
札
と
本
位
貨
幣
の
混
合
流
通
す
る
通
貨
構
成
を
存
続
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
は
、
明
治
十
一
年
以
降

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
後
に
お
い
て
漸
く
批
判
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
の
通
貨
政
策
に
つ
い
て
支
配
的
な
政
策

原
理
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
山
　
大
隈
文
書
、
Ａ
九
八
０
。

　
　
②
　
同
右
、

　
　
圓
　
同
右
、
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